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 法政大学イノベーション・マネジメント研究センターは、1997 年 11 月に企業家史研究
会を発足し、企業家の「ケースブック 日本の企業家活動シリーズ」を刊行してきた。本
書は、第 1 ケース集（『ケースブック 日本の企業家活動』有斐閣、1999 年 3 月）、第 2
ケース集（『ケース・スタディー 日本の企業家史』文眞堂、2002 年 3 月）、第 3 ケース
集（『ケース・スタディー 戦後日本の企業家活動』文眞堂、2004 年 3 月）に続く第 4 ケ
ース集である。 
 同書の「はしがき」で、9 名の執筆者を代表して、宇田川勝氏は次のように述べている。 
 
 第 4 ケース集の刊行によって、総計 46 テーマ・92 名の企業家を登場させることが
























































                                                   
1 阿部（2001）pp.5-6。 
2 東京商科大学（現・一橋大学）卒業後、愛知学芸大学（現・愛知教育大学）で経済学者として教鞭を
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